
平成30年度二市一町合同水防演習

さかいまち
　議会だより
さかいまち
　議会だより
さかいまち
　議会だより

平成30年8月1日発行

No. 184

編集発行・茨城県境町議会
　　　　　広報編集委員会
〒306-0495　境町３９１−１
TEL. ０２８０−８１−１３１６
FAX. ０２８０−８７−５８７３
ホームページアドレス
http://www.town.saka i . i baraki . jp

目  次

平成３０年第２回定例会議決事項
定例会審議結果…………………………………Ｐ２
一般質問……………………………………Ｐ３〜５
議会活動……………………………………Ｐ６〜８



平成30年第２回定例会審議結果

平成30年 第２回定例会
6月18日〜6月22日（5日間の会期）

全議案・原案可決

発　

議

報　

告

○
平
成
28
年
度
境
町
一
般
会
計

　
予
算
事
故
繰
越
し
繰
越
計
算

　
書
に
つ
い
て

○
平
成
29
年
度
境
町
一
般
会
計

　
予
算
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算

　
書
に
つ
い
て

○
平
成
29
年
度
境
町
公
共
下
水

　
道
事
業
特
別
会
計
予
算
繰
越

　
明
許
費
繰
越
計
算
書
に
つ
い

　
て

○�

境
町
と
の
友
好
関
係
樹
立
に

向
け
た
、
「
境
町
の
日
」
の

制
定
に
関
す
る
ホ
ノ
ル
ル
市

議
会
の
決
議
に
謝
意
を
表
す

る
と
と
も
に
、
ホ
ノ
ル
ル
市

と
の
友
好
都
市
提
携
に
向
け

た
取
組
の
推
進
を
求
め
る
決

議
案
に
つ
い
て

議案番号 議案名 議決年月日 議決結果

議案第38号
境町職員の公益的法人等への派遣等に関する条例の制定
について

H30.6.22 原案可決

議案第39号 境町友好都市交流基金条例の制定について H30.6.22 原案可決

議案第40号 境町定住促進住宅の設置及び管理に関する条例の制定について H30.6.22 原案可決

議案第41号 境町税条例等の一部を改正する条例案について H30.6.22 原案可決

議案第42号
境町医療福祉費支給に関する条例の一部を改正する条例
案について

H30.6.22 原案可決

議案第43号
境町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基
準を定める条例の一部を改正する条例案について

H30.6.22 原案可決

議案第44号 境町定住促進住宅の指定管理者の指定について H30.6.22 原案可決

議案第50号 工事請負契約の締結について H30.6.18 即日原案可決

議案第51号 工事変更請負契約の締結について H30.6.18 即日原案可決

議案第52号 事業契約の締結について H30.6.18 即日原案可決

議案第53号 町道路線の認定について H30.6.22 原案可決

議案第54号 町道路線の変更について H30.6.22 原案可決

議案第55号 町道路線の認定について H30.6.22 原案可決

議案第56号 町道路線の変更について H30.6.22 原案可決

議案第57号 境町教育委員会教育長の任命につき同意を求めることについて H30.6.22 即日原案同意

陳情第１号
「最低賃金の大幅引き上げと中小企業支援策の拡充を求める意

見書」採択の陳情書について
H30.6.22 継続審査
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議
席
10
番

田
山　

文
雄　

議
員

Q  

児
童
虐
待
に
よ
る
悲
し
い
事
件
が

発
生
し
、
大
き
な
社
会
問
題
に
な
っ
て

い
る
が
、
当
町
に
お
け
る
取
り
組
み
、

今
後
の
課
題
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

A  

平
成
29
年
度
に
お
け
る
筑
西
児
童

相
談
所
管
内
の
児
童
虐
待
相
談
件
数
は

４
３
３
件
で
、
虐
待
の
内
訳
と
し
て
、

心
理
的
虐
待
が
２
４
６
件
、
身
体
的
虐

待
が
１
０
１
件
、
ネ
グ
レ
ク
ト
が
71
件
、

性
的
虐
待
が
15
件
と
な
っ
て
い
る
。

　

相
談
が
あ
っ
た
場
合
、
発
生
状
況
や

児
童
の
安
否
確
認
、
保
護
者
と
の
面
談

を
行
い
、
児
童
の
保
護
が
必
要
と
判
断

さ
れ
る
場
合
に
は
、
児
童
相
談
所
と
連

携
し
、
一
時
保
護
等
の
必
要
な
措
置
を

講
じ
て
い
る
。　
　

（
福
祉
部
長
）

児
童
虐
待
の
防
止
に
つ
い
て

平成30年度境町各種会計補正予算
会　計 予算現額 補正額 補正後の金額
一般会計 　113億4,433万円 6,718万9,000円 114億1,151万9,000円

特別
会計

国民健康保険事業 　31億6,200万円 △37万8,000円 ３1億6,162万2,000円
後期高齢者医療事業 4億5,470万円 9万5,000円 4億5,479万5,000円
公共下水道事業 9億8,600万円 1億6,461万9,000円 11億5,061万9,000円
農業集落排水事業 2億2,760万円 500万円 2億3,260万円

補正予算

一 般 質 問一 般 質 問

4人の議員が登壇しました

Q  

当
町
に
お
い
て
、
健
康
推
進
の
た

め
に
先
進
的
な
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て

い
る
。
更
に
特
定
健
診
受
診
率
の
向
上

が
必
要
で
あ
る
と
思
う
が
、
当
町
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

A  

特
定
健
診
で
は
健
診
日
等
に
つ
い

て
日
時
指
定
に
よ
り
町
施
設
で
行
っ
て

い
る
が
、
受
診
率
向
上
の
た
め
年
間
計

25
日
の
健
診
日
の
う
ち
５
日
を
土
日
に

実
施
し
て
い
る
。
更
に
、
町
と
提
携
し

て
い
る
医
療
機
関
で
の
受
診
等
も
実
施

す
る
こ
と
に
よ
り
受
診
者
へ
の
負
担
軽

減
に
努
め
て
い
る
。

　

今
後
は
、
更
な
る
受
診
率
向
上
の
た

め
に
、
広
報
紙
や
町
民
祭
等
の
各
種
イ

ベ
ン
ト
時
に
お
け
る
啓
発
活
動
の
徹
底

に
努
め
て
い
く
。　

　

（
福
祉
部
長
）

特
定
健
診
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

Q  

胃
癌
の
リ
ス
ク
軽
減
の
た
め
に
も

ピ
ロ
リ
菌
の
検
査
を
導
入
す
べ
き
と
思

う
が
、
町
の
考
え
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

A  

１
，０
０
０
円
か
ら
１
，５
０
０
円

を
受
診
者
に
負
担
し
て
頂
き
、
ピ
ロ
リ

菌
検
査
を
含
め
た
が
ん
検
診
を
検
討
し

て
い
き
た
い
。

（
福
祉
部
長
）

１番　議席10番　田山 文雄 議員
⑴児童虐待の防止について
⑵特定健診の取り組みについて

２番　議席5番　櫻井　 実 議員
⑴防災・減災対策について
⑵児童発達支援について
⑶防犯対策について

３番　議席3番　相良 昌宏 議員
⑴ホストタウンについて
⑵熱中症対策について

４番　議席1番　鈴木 英明 議員
⑴学校教育について
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議
席
３
番

相
良
　
昌
宏　

議
員

ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
に
つ
い
て

防
犯
対
策
に
つ
い
て

議
席
5
番

櫻
井
　
実　

議
員

防
災
・
減
災
対
策
に
つ
い
て

児
童
発
達
支
援
に
つ
い
て

Q  

「
広
域
避
難
行
動
計
画
作
成
に
関

す
る
調
査
研
究
」
成
果
に
対
す
る
今
後

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
。

A  

研
究
結
果
を
踏
ま
え
、
広
域
避
難

に
か
か
る
経
路
や
体
制
、
避
難
所
確
保

に
向
け
て
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
分
析
し
、

本
年
度
末
を
目
途
に
地
域
ご
と
の
広
域

避
難
計
画
を
策
定
し
た
い
。

（
理
事
兼
防
災
安
全
課
長
）

Q 

要
配
慮
者
名
簿
作
成
に
伴
う
支
援

体
制
に
つ
い
て
。

A  

対
象
者
１
，
２
１
５
名
の
方
に
対

し
て
回
収
率
60
％
、
46
％
の
方
に
同
意

を
得
た
。
行
政
区
や
民
生
・
児
童
委
員

等
と
連
携
し
つ
つ
防
災
訓
練
な
ど
に
よ

り
支
援
体
制
の
強
化
に
努
め
た
い
。

（
理
事
兼
防
災
安
全
課
長
）

Q  

防
災
ア
プ
リ
「
イ
ン
フ
ォ
境
」
導

入
の
周
知
徹
底
策
に
つ
い
て
。

A  

平
成
34
年
11
月
以
降
、
電
波
法
の

改
正
に
よ
り
現
行
の
防
災
行
政
無
線
が

使
用
で
き
な
く
な
る
こ
と
か
ら
、
代
替

え
と
し
て
立
教
大
学
と
共
同
連
携
し
て

研
究
を
進
め
て
き
た
。
あ
ら
ゆ
る
機

会
を
通
じ
て
周
知
徹
底
を
図
り
た
い
。

（
理
事
兼
防
災
安
全
課
長
）

Q  

本
町
に
就
学
前
児
童
の
発
達
支
援

セ
ン
タ
ー
を
開
設
す
べ
き
と
思
う
が
取

り
組
み
に
つ
い
て
。

A  

県
内
で
は
土
浦
市
、
古
河
市
で
開

設
し
て
い
る
。
乳
幼
児
期
は
子
ど
も
の

生
涯
に
わ
た
る
人
間
形
成
に
と
っ
て
重

要
な
時
期
で
あ
る
こ
と
か
ら
関
係
機
関

と
協
議
し
な
が
ら
検
討
し
た
い
。

（
福
祉
部
長
）

Q  

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
の
現
況
並
び

に
今
後
の
対
策
に
つ
い
て
。

A  

今
年
度
、
児
童
の
安
全
を
優
先
し

通
学
路
な
ど
に
設
置
す
る
新
規
分
を
合

わ
せ
、
計
59
か
所
で
防
犯
カ
メ
ラ
を
運

用
す
る
。
今
後
、
1
０
0
台
を
目
標
に

設
置
を
進
め
犯
罪
抑
止
力
に
万
全
を
期

し
た
い
。
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
の
導

入
は
、
調
査
・
研
究
し
検
討
し
た
い
。

（
町
長
・
理
事
兼
防
災
安
全
課
長
）

Q  

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
事
前
キ
ャ
ン
プ
に
向
け
施
設

等
の
整
備
を
含
め
、
今
年
度
の
町
の
取

り
組
み
は
。

A  

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委

員
会
委
員
を
７
月
の
花
火
大
会
に
招
待

し
、
10
月
に
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
で
開
催
さ

れ
る
第
３
回
夏
季
ユ
ー
ス
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
に
町
長
が
訪
問
を
予
定
し
て
い
る
。

ま
た
、
日
本
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
協
会
主
催

の
交
流
ジ
ュ
ニ
ア
サ
ッ
カ
ー
大
会
へ
の

参
加
も
検
討
し
て
い
る
。
施
設
は
、
テ

ニ
ス
コ
ー
ト
を
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
基
準
に

適
合
す
る
よ
う
整
備
す
る
予
定
で
あ
る
。

（
秘
書
公
室
長
）

Q 

ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
と
し
て
、
ア
ル

ゼ
ン
チ
ン
共
和
国
と
の
友
好
交
流
は
。

Android 製品（Galaxy 等）用 QR コード

Apple 製品（iphone 等）用 QR コード

境町防災アプリ
『インフォ境（仮）』を 6月から導入開始
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事前キャンプ誘致に向けたナショナルトレーニングセンターの視察

議
席
1
番

鈴
木　

英
明　

議
員

学
校
教
育
に
つ
い
て

熱
中
症
対
策
に
つ
い
て

A  
10
月
下
旬
に
長
田
小
学
校
の
ア
ル

ゼ
ン
チ
ン
の
日
の
集
い
、
11
月
17
日
の

日
亜
修
好
1
２
0
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト

と
し
て
タ
ン
ゴ
イ
ベ
ン
ト
を
予
定
し
て

い
る
。

（
秘
書
公
室
長
）

Q  

小
中
学
校
に
お
け
る
熱
中
症
対
策

は
。

A  

全
小
中
学
校
の
教
室
に
エ
ア
コ
ン

を
完
備
し
、
各
学
校
に
県
教
育
委
員
会

か
ら
の
「
熱
中
症
事
故
の
防
止
に
つ
い

て
」
、
環
境
省
か
ら
の
「
熱
中
症
環
境

保
健
マ
ニ
ュ
ア
ル
２
０
１
８
」
を
配
布

し
指
導
し
て
い
る
。
ま
た
、
水
筒
持
参

に
よ
る
十
分
な
水
分
補
給
や
、
健
康
管

理
に
つ
い
て
保
護
者
へ
の
理
解
啓
発
を

図
っ
て
い
る
。

（
教
育
次
長
）

Q  

中
学
校
で
の
部
活
動
で
の
熱
中
症

対
策
は
。

A  

養
護
教
諭
に
よ
る
、
部
活
動
に
お

け
る
熱
中
症
予
防
講
習
な
ど
を
行
う
と

共
に
、
適
切
な
活
動
時
間
の
管
理
、
休

憩
時
間
の
設
定
や
、
こ
ま
め
な
水
分
補

給
等
の
指
導
を
行
っ
て
い
る
。

（
教
育
次
長
）

Q  

中
学
校
に
お
け
る
部
活
動
の
現
状

に
つ
い
て
。

A  

境
第
一
中
学
校
で
は
運
動
部
10
種

目
17
部
に
合
計
２
８
８
名
が
在
籍
し
て

い
る
。
文
化
部
で
は
３
部
97
名
が
在
籍

し
、
合
計
３
８
５
名
と
な
り
部
活
動
の

在
籍
率
は
8
８
．
１
％
で
あ
る
。

　

境
第
二
中
学
校
で
は
運
動
部
６
種
目

８
部
に
１
５
２
名
、
文
化
部
で
は
２
部

に
65
名
、
合
計
２
１
７
名
と
な
り
在
籍

率
は
１
０
０
％
と
な
っ
て
い
る
。
現
在

境
一
中
に
お
い
て
、
将
棋
部
が
休
部
と

な
っ
て
お
り
、
境
二
中
で
は
柔
道
部
が

休
部
、
野
球
部
が
廃
部
と
な
っ
て
い
る
。

（
教
育
次
長
）

Q  

地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
等
と
の

連
携
や
外
部
指
導
者
の
活
用
に
つ
い
て
。

A  

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
に
所
属
し
て
い

る
生
徒
数
は
両
校
合
わ
せ
て
50
名
で
あ

り
、
一
部
は
部
活
動
に
な
い
種
目
の
ク

ラ
ブ
に
所
属
し
て
い
る
。
外
部
指
導
者

に
つ
い
て
は
、
５
名
の
保
護
者
等
に
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
協
力
し
て
い
た
だ

い
て
い
る
。
生
徒
減
少
期
に
あ
っ
て
、

生
徒
の
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
た
部
活
動
設

置
の
あ
り
方
や
外
部
指
導
者
と
し
て
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
用
な
ど
、
県
内
外

の
先
進
自
治
体
の
取
り
組
み
を
踏
ま
え
、

今
後
の
研
究
課
題
と
考
え
て
い
る
。

（
教
育
次
長
）

Q  

県
内
に
お
い
て
小
中
一
貫
教
育
学

校
が
増
え
て
き
て
い
る
が
、
当
町
の
考

え
に
つ
い
て
。

A  

町
で
力
を
入
れ
て
い
る
英
語
教
育

に
お
い
て
小
中
学
校
の
英
語
教
育
推
進

の
中
核
と
な
る
教
員
な
ど
で
構
成
す
る

境
町
英
語
活
動
推
進
委
員
会
を
設
置
し
、

小
中
学
校
９
年
間
の
連
続
性
を
持
っ
た

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
構
築
を
目
指
す
な
ど

小
中
一
貫
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。

（
教
育
次
長
）
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アルゼンチンオリンピック委員会と境町において覚書が締結されました

マルセリーノ・テオドロマリキナ市長を訪問

　

昨
年
に
引
き
続
き
、
本
年
も
６
月
４

日
に
ハ
ワ
イ
州
ホ
ノ
ル
ル
市
に
お
い
て

開
催
さ
れ
た
「
境
町
ウ
ィ
ー
ク
」
へ
の

参
加
、
並
び
に
ホ
ノ
ル
ル
市
内
の
環
境

管
理
施
設
、
語
学
学
校
の
視
察
を
し
て

ま
い
り
ま
し
た
。

　

「
境
町
ウ
ィ
ー
ク
」
で
は
ハ
ワ
イ
最

大
級
の
花
火
大
会
を
ワ
イ
キ
キ
ビ
ー
チ

に
て
催
し
た
こ
と
か
ら
、
大
変
な
賑
わ

い
と
な
り
ま
し
た
。

　

ホ
ノ
ル
ル
市
に
お
い
て
実
施
し
た
研

修
で
は
、
オ
ア
フ
島
各
地
の
収
集
所
か

ら
集
め
ら
れ
た
ゴ
ミ
を
高
熱
で
焼
却
し
、

そ
の
蒸
気
に
よ
っ
て
オ
ア
フ
島
に
お
け

る
電
力
の
７
％
を
供
給
し
て
い
る
市
最

大
の
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
『
Ｈ　

Ｐ
Ｏ

Ｗ
Ｅ
Ｒ
』
、
高
品
質
の
英
語
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
第
二
言
語
と
し
て
英
語
を
学
ぶ
学

習
者
へ
提
供
し
て
い
る
『
Ｉ
Ｃ
Ｃ
ハ
ワ

イ
』
を
視
察
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ホ
ノ
ル
ル
市
議
会
で
は
、
本
年
６
月

１
日
に
境
町
と
の
友
好
関
係
樹
立
に
向

け
６
月
４
日
を
「
境
町
の
日
」
に
制
定

す
る
決
議
を
全
会
一
致
で
可
決
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

４
月
９
日
に
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
委
員
会
の
視
察
団
責
任
者
エ
ド

ワ
ー
ド
・
モ
ヤ
ノ
氏
、
デ
ィ
エ
ゴ
・
ガ

ス
マ
ン
氏
、
デ
ィ
オ
ゲ
ネ
ス
・
デ
・
ウ

ル
キ
ザ
・
ア
ン
コ
レ
ナ
氏
、
並
び
に
駐

日
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
特
命
全
権
大
使
で
あ

る
ア
ラ
ン
・
ク
ラ
ウ
デ
ィ
オ
・
ベ
ロ
ー

閣
下
が
境
町
役
場
に
来
庁
さ
れ
、
境
町

と
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員

会
に
お
い
て
、
事
前
キ
ャ
ン
プ
を
境
町

で
行
う
た
め
、
共
に
協
力
し
て
い
く
内

容
の
覚
書
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
共
和
国
と
の
交
流
は
、

80
年
に
も
及
ぶ
長
田
小
学
校
と
の
良
好

な
関
係
か
ら
生
ま
れ
た
も
の
で
す
。
駐

日
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
大
使
を
迎
え
、
毎
年

盛
大
に
開
催
さ
れ
る
「
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン

の
日
の
集
い
」
、
小
学
校
６
年
生
に
よ

る
「
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
大
使
館
訪
問
」
等

す
ば
ら
し
い
交
流
を
続
け
て
き
ま
し
た
。

　

今
後
も
町
を
あ
げ
て
こ
の
素
晴
ら
し

い
交
流
を
深
め
て
い
く
こ
と
を
議
会
と

し
て
も
応
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

マ
リ
キ
ナ
市
創
立
祝
賀
記
念
式
典

　

４
月
16
日
に
開
催
さ
れ
た
、
フ
ィ
リ

ピ
ン
共
和
国
マ
リ
キ
ナ
市
の
３
８
８
回

目
に
当
た
る
創
立
祝
賀
式
典
に
参
加
し

て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
境
町
か
ら
消
防
車
両
が

寄
贈
さ
れ
、
会
場
に
集
ま
っ
た
多
く
の

市
民
か
ら
歓
声
が
あ
が
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
姉
妹
都
市
と
し
て
英
語
教

育
に
限
ら
ず
、
様
々
な
面
で
互
い
に
協

力
し
、
よ
り
一
層
友
好
関
係
を
深
め
る

た
め
議
会
と
し
て
も
協
力
し
て
ま
い
り

ま
す
。

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

委
員
会
と
の
覚
書
締
結
式

議
会
活
動

ハ
ワ
イ
州
ホ
ノ
ル
ル
市

境
町
ウ
ィ
ー
ク
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下小橋地内における町道の視察状況

アーネスト・マーティンホノルル市議会議長へ宣言書を手渡しました

境町消防団によって水防演習が行われました

語学学校「ＩＣＣハワイ」 市最大のクリーンセンター「Ｈ　ＰＯＷＥＲ」

総
務
建
設
農
政
常
任
委
員
会

現
地
視
察

　

総
務
建
設
農
政
常
任
委
員
会
で
は
、

議
案
第
53
号
、
議
案
第
54
号
に
お
け
る

境
町
下
小
橋
地
内
の
町
道
の
認
定
・
変

更
、
並
び
に
議
案
第
55
号
、
議
案
第
56

号
に
お
け
る
境
町
山
神
町
地
内
の
町
道

の
認
定
・
変
更
に
つ
い
て
現
地
視
察
を

行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
決
議
は
大
変
意
義
深
く
、
議
会

と
し
て
も
心
か
ら
謝
意
を
表
す
る
も
の

で
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
決
議
を
受
け
、
境
町
議
会
で
は
、

第
２
回
定
例
会
に
お
い
て
ホ
ノ
ル
ル
市

と
の
友
好
都
市
提
携
に
向
け
た
取
組
の

推
進
を
求
め
る
決
議
案
を
全
会
一
致
で

可
決
し
ま
し
た
。

　

議
会
と
し
て
は
、
今
後
も
１
日
も
早

い
友
好
都
市
提
携
に
向
け
、
町
と
共
に

積
極
的
な
取
り
組
み
を
進
め
て
参
り
ま

す
。

平
成
30
年
度
二
市
一
町
合
同

水
防
演
習

　

台
風
や
ゲ
リ
ラ
豪
雨
に
よ
る
災
害
が

起
こ
り
う
る
時
期
を
迎
え
、
二
市
一
町

合
同
水
防
演
習
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

演
習
で
は
、
境
町
消
防
団
に
よ
る
日

頃
よ
り
訓
練
さ
れ
た
素
晴
ら
し
い
水
防

技
術
が
実
演
さ
れ
ま
し
た
。
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みやき町議会議場PFI戸建て住宅の視察状況

◎
広
報
編
集
委
員
会

　

委
員
長　
　

岩
﨑　
　

博

　

副
委
員
長　
　

飯
田　
　

進

　

委　
　

員　
　

須
藤　

信
吉

　

委　
　

員　
　

相
良　

昌
宏

　

委　
　

員　
　

鈴
木　

英
明

　

当
委
員
会
で
は
、
平
成
28
年
９
月
に

友
好
交
流
都
市
協
定
を
締
結
し
た
、
佐

賀
県
み
や
き
町
を
５
月
20
日
に
訪
問
さ

せ
て
い
た
だ
き
、
末
安
町
長
の
表
敬
訪

問
並
び
に
同
町
の
子
ど
も
・
子
育
て
支

援
施
策
に
つ
い
て
視
察
研
修
し
て
ま
い

り
ま
し
た
。

　

み
や
き
町
中
原
庁
舎
に
お
い
て
の
表

敬
訪
問
で
は
、
末
安
町
長
、
町
議
会
か

ら
園
田
議
長
、
岡
副
議
長
、
松
信
総
務

文
教
常
任
委
員
長
、
田
中
民
生
福
祉
常

任
委
員
長
の
手
厚
い
歓
迎
を
受
け
、
二

町
が
現
在
進
め
て
い
る
新
た
な
施
策
等

に
つ
い
て
懇
談
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

み
や
き
町
で
は
、
平
成
24
年
に
「
子

育
て
す
る
な
ら
み
や
き
町
」
と
い
う
ス

ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
、
様
々
な
施
策
を
進

め
て
お
り
ま
す
。

　

最
初
に
見
学
さ
せ
て
い
た
だ
い
た

「
と
っ
こ
い
子
育
て
広
場
」
は
、
子
ど

も
も
大
人
も
ゆ
っ
た
り
、
の
ん
び
り
自

分
の
ペ
ー
ス
で
過
ご
せ
る
場
所
と
す
る

こ
と
を
目
的
に
平
成
25
年
４
月
に
開
設

さ
れ
、
主
に
就
園
前
の
子
ど
も
と
保
護

者
が
利
用
し
て
お
り
、
利
用
料
は
無
料

で
カ
フ
ェ
も
併
設
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
平
成
29
年
６
月
か
ら
広
場
を
運

教
育
福
祉
常
任
委
員
会

視
察
研
修

営
し
て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
と
っ
こ
い

ク
ラ
ブ
」
に
よ
り
０
～
３
歳
児
ま
で
の

一
時
預
か
り
事
業
も
開
始
さ
れ
、
視
察

当
日
も
５
組
程
度
の
親
子
が
ゆ
っ
た
り

過
ご
さ
れ
て
い
る
様
子
を
見
学
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

次
に
、
今
年
４
月
か
ら
入
居
が
開
始

さ
れ
た
Ｐ
Ｆ
Ｉ
方
式
に
よ
る
戸
建
賃
貸

住
宅
を
視
察
い
た
し
ま
し
た
。
こ
の
戸

建
住
宅
は
、
空
き
家
・
空
き
地
対
策
と

定
住
促
進
を
目
的
と
し
、
子
育
て
世
代

を
意
識
し
た
設
計
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
家
賃
も
６
万
１
千
円
と
周
辺
相
場

よ
り
２
万
円
程
度
安
く
設
定
さ
れ
て
お

り
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
方
式
に
よ
る
戸
建
住
宅
に

も
、
子
育
て
世
帯
支
援
施
策
と
し
て
可

能
性
を
感
じ
ま
し
た
。

　

そ
の
他
、
多
世
代
が
集
い
お
茶
を
飲

み
な
が
ら
語
り
合
い
学
び
合
う
場
を
目

指
し
運
営
さ
れ
て
い
る
「
テ
ィ
ア
ラ
」
、

四
季
彩
の
丘
み
や
き
に
隣
接
し
た
、
妊

娠
中
や
育
児
中
の
母
親
を
24
時
間
体
制

で
サ
ポ
ー
ト
す
る
「
み
や
き
町
産
前
産

後
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
、
新
た

に
大
型
遊
具
を
設
置
し
、
町
内
外
を
問

わ
ず
18
歳
未
満
の
方
々
が
利
用
で
き
る

み
や
き
町
児
童
館
「
こ
ど
も
未
来
セ
ン

タ
ー
」
、
災
害
時
の
非
常
用
ト
レ
ー

ラ
ー
ハ
ウ
ス
等
を
視
察
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
み
や
き
町
庁
舎
に
お
い
て

末
安
町
長
か
ら
、
独
居
高
齢
者
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
「
M‌

A‌

G‌

O
ボ
タ
ン
」
事

業
に
つ
い
て
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
、
「
M‌

A‌

G‌

O
ボ
タ
ン
」

と
い
う
独
自
の
端
末
を
、
町
内
で
コ
ー

ル
セ
ン
タ
ー
事
業
を
行
う
【
み
や
き
ま

ち
】
が
運
営
す
る
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
に

無
線
で
つ
な
げ
、
高
齢
者
か
ら
の
要
望

を
「
地
域
生
活
支
援
サ
ポ
ー
タ
ー
」
に

連
絡
す
る
体
制
を
構
築
し
、
高
齢
者
の

日
常
の
困
り
ご
と
に
対
応
す
る
事
業
で

あ
り
ま
す
。
今
後
、
運
用
開
始
に
向
け

町
内
の
区
長
さ
ん
や
民
生
委
員
さ
ん
に

使
用
し
て
い
た
だ
き
、
そ
の
後
、
実
際

に
高
齢
者
の
方
々
に
配
布
し
運
用
し
て

い
く
と
の
こ
と
で
あ
り
ま
し
た
。

　

み
や
き
町
で
は
、
子
育
て
世
代
の
移

住
が
増
加
し
た
こ
と
に
よ
る
「
待
機
児

童
問
題
」
等
、
予
期
し
て
い
な
か
っ
た

問
題
も
発
生
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ

り
、
今
後
の
対
策
が
必
要
で
あ
る
と
の

話
も
お
聞
か
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

当
町
に
お
い
て
も
、
移
住
・
定
住
施

策
に
よ
る
人
口
の
社
会
増
に
向
け
た
事

業
を
継
続
し
、
並
行
し
て
新
た
に
発
生

す
る
諸
問
題
を
見
定
め
、
各
事
業
を
進

め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
感
じ

ま
し
た
。
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